
認知機能低下に伴う言動の変化

行動･心理症状(BPSD)を読み解く

認知機能が低下することによって
状況を正確に理解したり

適切に対処することが難しくなります
（BPSD=行動･心理症状）

本人視点に立って
どのようなことに困っているのか

どうすればいいかを一緒に考えることが
双方の手助けになります

Q. なぜBPSD(行動･心理症状)が起こるのか？

BPSD
（認知症の行動・心理症状）

中核症状
記憶障害

見当識障害
（日付や曜日、場所の感覚）

遂行機能障害
（段取りや計画・実行する力）

思考・意欲・注意の低下

失行・失認・失語 など
（行動や認識、言葉に関する力の低下）

心理症状

不安

抑うつ
意欲低下

焦燥･苛立ち

徘徊
ひとり歩き

行動症状

易怒性
イライラ

幻覚･妄想

脱抑制
（抑えがきかない）

隠す
探し物 など

「大切な物だからしまう場所を変えよう

「思った場所にない」
「自分では思い当たることがない」
「盗まれた？誰に？」「あの人に違いない」

例：物盗られ妄想

記憶力・思考力の低下

認知機能低下と不安から
誤解が生じる
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